
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



脂肪酸の構成比率 

 皮膚 
(細胞間脂質) 

馬油 植物油 牛油

飽和脂肪酸 ４ ４ ２ ７ 

不飽和脂肪酸 ６ ６ ８ ３ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

上記のように、古来石鹸製造は手間と時間を惜

しまない、環境と人に優しい石鹸作りです。アル

カリに弱い方以外は多くのトラブル（アレルギー・

乾燥・ニキビ・かゆみ等）のお客様に支持されて

いる石鹸です。さまざまなトラブルの方

は一度、コールドプロセス製法の馬油石

鹸１００％をお試し下さいませ。石鹸作り

に欠かせない油脂の中でも、馬油の石

鹸は他の油脂より浸透力と脂肪酸の構

成比率が人間と非常になじみやすい比

率になっている石鹸です。 
 
 
 
 
 
 



                                                              



釜焚きけん化法 

 
 大量生産の無添加石鹸や石鹸素地に使用される方

法です。パフォーマンスとして良く製造者が石鹸の製

造途中で石鹸を食べる事でいかにも良い石鹸のイメ

ージになっています。油と苛性ソーダを合わせ高温で

過熱・攪乱させ、けん化させます。けん化反応がすん

だ石鹸に、「塩析」という方法を施すため、塩を加え加

熱しグリセリンやその他の不鹸化物を取り除きます。

この方法は無添加石けんの大量生産に向いていて、

「純石けん９８％」という表示になります。消費者には

石鹸素地等その他は有効成分しか記載されていない

為、非常に良い石鹸のイメージになっております。利

点は溶け崩れの少ない固い石けんができ、外見が綺

麗で見た目が良い石鹸ができる事です。大量生産の

石鹸作りには向いています。しかし、問題は油を高温

で加熱することにより、油を酸化させ、塩析を加えるこ

とによって必要以上のグリセリンやビタミン・ミネラル

などの不鹸化物が取り除かれてしまうという欠点があ

り、また、不鹸化物が取り除かれる事により、保湿力

と洗い上がりが悪くなるので、新しい保湿成分（グリセ

リン・塩・グラニュー糖・アルコール等を添加する必要

性がある為、本来のコールドプロセス製法の石鹸では

グリセリンがしっかり残り、必要以上の皮脂を取り除き

ませんので油脂本来の石鹸ができます。 
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